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平
成
二
十
六
年
十
月
十
五
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

こ
こ
は
南
北
東
と
低
い
山
に
囲
ま
れ
、

春
は
鶯
、
五
月
に
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
啼
き

声
を
ゆ
っ
た
り
と
聞
け
る
。 

 

三
月
末
に
は
枝
垂
れ
桜
が
咲
き
出
し
、

す
ぐ
傍
の
染
井
吉
野
と
並
ん
で
濃
淡
の
ピ

ン
ク
と
な
る
。 

 

毎
年
楽
し
み
に
来
ら
れ
る
方
も
あ
り
、

花
の
時
期
は
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
が
、「
花

の
い
の
ち
は
短
く
て
…
」
ほ
ん
の
数
日
で

散
っ
て
し
ま
う
。 

 
六
月
に
入
る
と
葉
の
色
が
少
し
ず
つ
黄

色
に
な
り
落
ち
葉
と
な
る
。
若
い
時
は
忙

し
い
の
も
あ
り
、
気
に
な
ら
ず
放
っ
て
お

い
た
が
、
数
年
前
よ
り
き
れ
い
に
掃
い
た

と
こ
ろ
、「
毎
朝
き
れ
い
に
し
な
い
と
落
ち

着
か
な
い
」
と
夫
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。

全
部
落
ち
切
る
迄
、
九
月
一
杯
は
か
か
る
。 

 

来
年
の
春
も
き
れ
い
に
咲
い
て
く
れ
る

よ
う
、
そ
し
て
、
元
気
で
見
ら
れ
る
事
を

念
じ
て
い
る
。 

 

文 

浅
野 

ま
り
子 

（
鉛
筆
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
画
サ
ー
ク
ル
） 

「
落
ち
葉
」 

 

我
が
家
の
前
に
道
路
を
隔
て
て
見
上
げ
る
よ
う
に
大
き
な

枝
垂
れ
桜
が
あ
る
。 

 

四
十
三
年
前
、
父
が
身
延
の
久
遠
寺
へ
お
詣
り
に
行
っ
た

帰
り
に
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。
ほ
ん
の
一
米
程
の
苗
木
が
土

手
の
斜
面
が
あ
っ
た
の
か
、
み
る
み
る
大
き
く
育
ち
、
今
は

四
本
の
大
木
に
な
っ
て
い
る
。 

「
山
の
根
の
ト
ン
ネ
ル
」 

 

絵 

小
野
原 

美
智
子 

（
鉛
筆
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
画
サ
ー
ク
ル
） 

「
小
山
家
樹
齢
四
十
三
年 

枝
垂
れ
桜
」 

 
 

絵 

宗
貞 

啓
子
（
鉛
筆
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
画
サ
ー
ク
ル
） 

鉛
筆
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
画
サ
ー
ク
ル
の
ご
紹
介 

絵
画
制
作
活
動
を
通
し
、
絵
画
技
術
の
向
上
、
仲
間
づ
く
り
の
場
を

広
げ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
文
化
貢
献
を
目
的
と
し
、
瓦
版
に
も 

挿
絵
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
（
予
定
）
12
時
～

15
時
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

※ 

瓦
版
に
掲
載
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
グ
ル
ー
プ
・ 

サ
ー
ク
ル
等
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
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瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 
 

 

 

逗逗子子のの景景観観をを考考ええるる  vvooll..５５  

 

 

 

逗逗子子市市景景観観審審議議会会ににつついいてて  

景観審議会というものがあるのはご存知でしょうか？ 

景観審議会は、逗子市景観条例に基づき、景観に関する基本事項、重要事項を

審議・検討する機関です。メンバーは都市景観や色彩に詳しい専門家の委員と逗

子市に住んでいる市民委員で構成されています。審議会は年 3 回程度開催され、

「逗子の景観をどうしていくか」を、決めて行くために、それぞれの立場から議

論を交わし、必要に応じてまち歩き等の活動・調査をしながら、方針を決めてい

ます。これまでも、景観形成重点地区のガイドラインや景観重要公共施設の占用

基準等を審議・検討し、定めてきました。 

実際に景観審議会の市民委員を務めている永橋さんにお話をお伺いしました。 

（永橋さんは、この瓦版の編集に携わっていただいている文化の会の会員でもあります。） 
 

☁景観審議会に立候補したきっかけについて教えてください 

これまで、関係者や市民の自由参加の場で、ワイワイ語り合う中でやってきましたので、少人数の固定した人が

論議する場である審議会というものには抵抗がありました。 

しかし、景観を向上させていくためには、市民の意識向上と、条例などのルールが連動して進められることが大

事だと考えるようになりました。正式の場で、市民の思いを市に提案する事が出来るのが審議会ですね。制度など

も含めて一緒に審議・検討する場かなと考え、委員に応募しました。 

☁審議会委員として市に期待することは？ 

議論されたことが、すぐ市民の目に届くことが大切です。多くの市民が閲覧することができるフェイスブックや

ホームページで、丁寧に情報を開示して、市民が情報を共有し、景観を考える、自由参加の語り合いの場をつくっ

ていただくことを期待します。 

☁これからの景観まちづくりについて思うことを教えてください 

逗子の自然環境と景観について考え、まちづくりについて語り合うことはとても楽しいことです。まちづくりは

市民と市の恊働事業です。市民誰もが安心して人生を生き通せる、美しいまちにしていきたいと思っています。 
 

このように、市民委員の方々は、逗子の景観について熱い思いをもって参加していらっしゃいます。 

みなさんも、景観審議会、景観のまちづくりについて、少しでも身近に感じていただけましたでしょうか？ 

いつも瓦版をご愛読いただきましてありがとうございます♪ 

この瓦版、インターネットでも見る事が出来るのはご存知でしたでしょうか？ 

今回は、インターネットでの瓦版の見方についてご紹介します。( ..)φﾒﾓﾒﾓ 

すでに在庫がなくなってしまった号もありますので、みなさんもインターネット 

でも瓦版を見てみてください(^。^)y-.。o○ 

① yahoo！や google 等の検索サイトで 

【 逗子の景観まちづくり瓦版 】 

と入力して検索ボタンをクリックする 

② 検索結果から 

【 逗子の景観まちづくり瓦版 】 

をクリックする 

③ 読みたい号数の 

コラムの題名をクリックする 

・
・
・ 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp

